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適用雑草継 び使用方法

使用上の注意事項

[効果・薬害上の注意]

●本剤は貯蔵中に分離することがあるのよ使用に際L/Fは容器をよく振り、本剤の所定量を所要量の水でう

すめ、よくかきまぜてから散布する。散布液調製後はできるだけ速やかに散布する。

●本剤は雑草発生前～生育初期処理の効果が高い八 生育が進んだスズメノカタビラ(4葉期以上)に対して

使用する場合には所定量の範囲内で高めの薬量で処理する。

●ターフを形成した日本芝に使用し、ベントグラスなどの寒地型洋芝では薬害が生ずるのでかからないようにする。

特にゴブワ場におしては、西洋芝のグリーンやティーグランド及びその周辺では散布をひかえる。

●激しい降雨の予想される場合は使用を避↓拓。

●散布薬液の飛散、あるいは本音Jの流出によ=ズ有用植物に薬害が生ずることのないよう十分に注意して散

布する。樹木周辺での使用は避ける。

●本剤の使用に当たィズは使用量、使用時期、使用方法などを誤らないように注意し、特に初めて使用する場

合は、病害虫防除所等関係機関の指導を受↓☆3ことが望ましい。

[安全使用上の注意]

●使用残りの菜剤は必ず安全な場所に保管する。

●散布器具・容器の洗浄水及び残りの菜液は、河川等に流さ拭 容器等は散布場所に放置せず、環境に

影響を与えないよう安全に処理する。

●水源地等に本剤が飛散・流入しないように十分注意する。

●本剤は水産動物に影響を及ぼすが通常の使用方法では問題ない。

●衣服、散布器具、散布車及び周辺の状況などに十分注意して散布する。

●散布中や散布液乾燥前にゴルフプレーヤーが立ち入らないよう散布する。

●使用前にはラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。

●本剤は小児の手の属く所には置かないでください。●直射日光を避け、冷涼・乾燥した所に食品と区別して保管してください。
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